
 

 

（３）第３回交流会 

日時 平成 29年 1月 22日（土）13：30～17：00 

テーマ 住 

担当班 
佐々木直人、西田和史、喜田勝成、藤井遥美、 

辻本なつみ、上田ことみ 

府学生リーダー会ボラン

ティア活動紹介 

○学生啓発パンフレット「変革」制作について 

○和歌山大学単位互換提供科目「消費生活論」TAについて

（H28年度文部科学省「消費者教育推進のための実証的共同研究事

業」南大阪地域大学コンソーシアム補助金事業） 

消費者を大事にする企業

活動紹介 

○「食品メーカーにおける環境への配慮」 

日本ハム株式会社 デリ商品事業部 コンシューマ商品部 

販促企画課 マネージャー 川口徳子氏 

(日本ヒーブ協議会 副代表理事、消費者力支援研究所 監事) 

○「個人店舗が考える食品ロスの対応は～人に寄り添う～」 

ハートイン・菜 代表 坂東のり子氏 

（大阪府中小企業家同友会 会員企業）  

ワークショップ 

「人や社会や地球にやさ

しい消費行動を考える」 

○食品ロス問題と向き合おう 

認定式 大阪府消費者教育学生リーダー認定式（21名） 
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＜参加者数＞ 

種類 参加者数 備考 

学生 ２３名 うちリーダー会学生１７名 

企業 １２名 日本ハム株式会社（２名）、ハートイン・菜、ハウス食品株式会

社、株式会社消費科学研究所、住友生命保険相互会社、タビオ株

式会社（靴下屋）、ミズノ株式会社、小林製薬株式会社、アサヒビ

ール株式会社、デリキッチン・菜（２名） 

大学 ９名 和歌山大学（３名）、芦屋大学（２名）、大阪成蹊大学、追手門学

院大学（２名）、大阪音楽大学 

その他 ９名 大阪府消費生活センター（３名）、大阪府、中小企業家同友会、学

生支援員（２名）、事務局（２） 

合計 ５３名  

 

 

 




